
思いがいっぱい！夏休み作品展が開催されました。 

 夏休みに子ども達が取り組んだ夏休みの友、絵画、工作、自 

由研究等の作品展を４日から６日まで、メモリアルホールで開 

催しました。ご覧になっていただけたでしょうか。 

 前期課程の児童が作ってきた工作、いろんな材料、アイデア 

にあふれ、楽しい作品が揃いました。中には、「黒島の海岸で 

拾ったシーグラスで作った教会」という大作もありました。 

 後期課程は、学習の延長で取り組んでいるものが多かったで 

 

 

 

 

 

 

 

す。習字や理科の課題研究、英語日記、外国調べ等、こちらもしっかり取 

り組めているものが多かったです。児童生徒自ら書いたコメントを読みな 

がら、作品を眺めると頑張っている様子が目に浮かび、楽しくなりました。 

その中で、こんな展示の方法もあるのだと関心させられたものがありま 

す。６～９年生の理科では、それぞれ「夏休みの課題研究」があり、夏休

み明けに発表会を開きました。その時の様子をビデオに撮り、ボタンを押

すとそれぞれの発表の様子が再生され、みんなで見ることができました。 

 子ども達が頑張った成果を、工夫 

でたくさんの方々に見てもらう、人 

数が少ない本校に必要なことです。 

 １３日からは、佐世保市の夏休み 

作品展が島瀬美術センターで開催さ 

れます。（１６日まで） 

 

９月～１２月（７７日間）が充実したものとなるように！ 

 長い夏休みも終了し、前期後半が始まりました。スタートにあたって、前期前

半を振り返り、そして、昨年度の写真をもとに９月から１２月までの主な行事を 

紹介しました。町民合同の運動会や駅伝大会、ふるさと環境学習、秋の遠足、小

学校体育大会や音楽発表会、かんころ餅づくりもあります。PTA や健全育成会

の行事もあります。１１月には新入生のための就学時健診や１２月には児童生徒 

会役員選挙があって、新しい体制になります。長いようで学校に来る日は「７７日間」。一つ一つの行事や毎日

の授業を大事にして頑張ってほしいものです。併せて、１５歳の芦田愛菜さんが書いた「まなの本棚」という本

を紹介しました。いろいろな本に興味を持ち、全員が２０冊以上の本に親しめたらいいですね。 
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